
佐賀県武雄市 頓所 裕一 スポーツ

【年 齢】
33歳

【出身地】
新潟県新潟市

【転出元】
神奈川県川崎市

【前 職】
個人事業主

【活動時期】
R4.4～

（1年目）

私が武雄市の協力隊に応募したきっかけというよりかは、
動機になりますが、動機はスポーツを起爆剤とした地方創
生・地域活性化を実現したかったからです。スポーツには
『メディア』としての価値、『エンターテイメント』性が
あります。試合をする選手がいて、試合を観に来るファン
がいて、それぞれを支持・支援する関係者がいて、宿泊、
食事、移動手段というのはついて回るものです。それらの
地方が抱える課題をスポーツを通して解決し、経済が回る
仕組み作りをし活性化へと繋げたかったためです。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）sports@city.takeo.lg.jp （電話番号）0954-27-7091

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（Facebook）SAGA武雄温泉スポーツコミッション

スポーツコミッション事業での活動において、地域が抱え
る課題（宿泊・二次交通・デジタルの活用等）を少しでも
改善向上していけたらと考えています。また、人口減少も
地方が抱える大きな課題と思いますが、大学進学等で武雄
市を出た子供たちがまた武雄に戻ってきたいと思える、
戻ってこられる場所を作りたいと思っています。それは面
白い取り組みかもしれないし、仕事なのかもしれませんが
魅力的な場所を創出することが必要です。それをスポーツ
で作り上げたいと考えています。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●合宿対応
プロテニスコーチの渡部健介氏の運営するテニスス
クール「CLUE Academy of Tennis」に所属する小
中学生の選手のテニス合宿、九州ラクロスフレッ
シュマンズキャンプ（九州の大学の1年生が対象）を
アテンド。

●インナーツーリズム事業

インナーツーリズム事業の一つとして地元小学生の
バス旅行での体験会を担当。今後もインナーツーリ
ズムの一つとして様々な体験会や計測会を開催する
に向けて良い機会でした。

●インバウンドツーリズム

11月に開催される日韓交流親善試合をコーディネー
ト。日程調整や参加チームの選定を行い、開催に向
け関係各所と調整を実施中。
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